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は
じ
め
に

具
体
美
術
協
会
（
以
下
「
具
体
」）
は
、
一
九
五
四
年
に
吉
原
治
良
（
一
九

〇
五
〜
一
九
七
二
）

0

を
指
導
者
と
し
て
結
成
さ
れ
た
関
西
の
前
衛
美
術
グ
ル
ー

プ
で
あ
る

1

。「
具
体
」
の
初
期
に
あ
た
る
一
九
五
四
年
か
ら
一
九
五
七
年
頃
の

作
品
は
、
タ
ブ
ロ
ー
に
留
ま
ら
な
い
、
自
己
の
表
現
過
程
を
目
的
と
す
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
性
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た

2

。

吉
原
は
、
グ
ル
ー
プ
の
指
導
者
と
し
て
、
ア
ト
リ
エ
に
集
ま
る
若
手
作
家
に

「
人
の
真
似
を
す
る
な
。
今
ま
で
に
な
い
も
の
を
つ
く
れ

3

」
と
い
う
助
言
を
与

え
、
会
員
が
持
ち
寄
る
作
品
に
対
し
「
え
え
」「
あ
か
ん
」
と
言
う
だ
け
の
直

感
的
な
審
判
を
下
し
た

4

。
吉
原
が
示
し
た
こ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
会

員
だ
け
に
向
け
た
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
も
新
し
い
美
術
の
形
を
追
い
求
め
た

も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
、
吉
原
は
他
の
芸
術
分
野
と
の
交
流
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
、
各
領
域

の
伝
統
の
裏
に
潜
ん
で
い
る
表
現
方
法
を
互
い
に
刺
激
し
合
う
こ
と
を
提
案

し
、
一
九
五
二
年
に
現
代
美
術
懇
談
会
（
ゲ
ン
ビ

5

）
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
一

九
四
七
年
に
は
関
西
の
芸
術
団
体
で
あ
る
四
耕
会
、
汎
美
術
家
協
会
、
一
九
五

〇
年
に
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
協
会
、
一
九
五
二
年
に
墨
人
会
等
、
こ
れ
ら
の
団
体
に

は
他
分
野
の
複
数
の
作
家
が
所
属
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
ジ
ャ
ン

ル
を
越
え
て
作
家
同
士
が
繋
が
る
複
合
的
な
芸
術
表
現
へ
の
嗜
好
性
が
高
ま
っ

た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

吉
原
は
、『
具
体
』
創
刊
号
の
巻
頭
言
「
發
刊
に
際
し
て
」
に
お
い
て
以
下

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

視
覺
藝
術
の
全
般
に
わ
た
つ
て
例
え
ば
書
、
生
花
、
工
藝
、
建
築
等
の
分
野
に

も
友
人
を
發
見
し
た
い
と
思
つ
て
い
ま
す
。〔
中
略
〕
各
方
面
の
協
力
を
得
て
新
し

「
具
体
美
術
協
会
」吉
原
治
良
の
作
品
制
作
に
み
ら
れ
る
児
童
美
術
と
の
関
係

─
─	

作
品
《
白
い
円
》
を
中
心
に	

─
─

�

金
　
　
山
　
　
和
　
　
彦
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い
美
術
を
中
心
と
し
て
兒
童
美
術
や
文
学
、
音
樂
、
舞
踊
、
映
畫
、
演
劇
等
現
代

藝
術
の
各
ジ
ャ
ン
ル
と
も
緊
密
に
手
を
握
つ
て
行
き
た
い
と
思
つ
て
い
ま
す

6

。

吉
原
は
「
具
体
」
が
目
指
す
芸
術
の
方
向
性
と
し
て
、
他
ジ
ャ
ン
ル
と
の
境

界
を
越
え
て
そ
の
可
能
性
を
拡
げ
る
た
め
に
、
ま
ず
日
本
固
有
の
伝
統
的
な
視

覚
芸
術
と
の
交
流
を
目
指
し
て
い
る
。
さ
ら
に
吉
原
は
、「
新
し
い
美
術
」
へ

の
協
力
関
係
を
も
ち
う
る
分
野
と
し
て
、
文
学
、
音
楽
、
舞
踊
、
映
画
、
演
劇

と
い
っ
た
現
代
の
芸
術
領
域
と
並
ん
で
、
児
童
美
術
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
で

児
童
美
術
の
重
要
性
が
明
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ

る
。
吉
原
は
、
児
童
美
術
の
中
で
も
特
に
幼
児
画
の
創
造
性
に
つ
い
て
「
わ
れ

わ
れ
画
家
達
は
、
子
供
の
内
面
生
活
に
直
に
結
び
つ
い
た
創
造
性
の
豊
か
な
、

子
供
の
画
の
新
鮮
な
美
し
さ
に
驚
い
て
い
る

7

」
と
述
べ
て
い
る
。
吉
原
が
目
指

し
た
の
は
児
童
の
内
面
生
活
で
あ
り
、
既
成
の
概
念
や
見
た
ま
ま
の
視
覚
情
報

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
児
童
独
自
の
世
界
に
惹
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

吉
原
は
、
児
童
美
術
に
精
通
し
た
浮
田
要
三
（
一
九
二
四
〜
二
〇
一
三
）
や

嶋
本
昭
三
（
一
九
二
八
〜
二
〇
一
三
）
と
の
交
流
か
ら
、
童
詩
雑
誌
の
表
紙
絵

の
担
当
や
児
童
創
作
美
術
展
の
審
査
委
員
を
務
め
た
。
ま
た
、
自
ら
の
作
品
に

も
児
童
の
姿
や
幼
児
期
へ
の
回
想
と
い
う
要
素
を
含
め
て
、
制
作
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
指
し
て
「
具
体
」
の
研
究
者
で
あ
る
美
術
史

家	

ミ
ン
・
テ
ィ
ア
ン
ポ
は
、「
彼
ら
が
手
本
の
ひ
と
つ
と
し
て
注
意
を
向
け
た

の
は
児
童
美
術
だ
っ
た
」「
児
童
美
術
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
、
具

体
は
不
遜
と
も
い
え
る
態
度
を
身
に
つ
け
、
ま
た
厳
格
に
絵
画
を
探
求
し
て
、

様
々
な
レ
ベ
ル
で
鑑
賞
の
可
能
な
作
品
を
生
ん
だ

8

」
と
述
べ
、「
具
体
」
と
児

童
美
術
が
緊
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

「
具
体
」
会
員
の
多
く
は
、
吉
原
と
と
も
に
、
彼
ら
の
芸
術
表
現
の
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
を
、
児
童
の
美
術
に
見
出
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
こ
れ

に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
吉
原
自
身
も
「
具
体
」
の
指
導
者
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
一
九
四
八
年
頃
か
ら
芦
屋
市
美
術
協
会
の
代
表
と
し
て
、
当

時
の
児
童
画
教
育
の
発
展
に
大
い
に
寄
与
し
て
き
た

9

。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
、

吉
原
は
自
身
の
作
品
制
作
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
の
発
達
途
上
の
造
形
力
に
着

目
し
、
児
童
作
品
か
ら
触
発
さ
れ
る
純
粋
な
形
象
を
自
ら
の
作
風
に
取
り
入
れ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
吉
原
が
現
代
の
芸
術
領
域
と
並
ん
で
取
り
上
げ
た
児
童
美

術
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。
こ
の
部
分
が
こ
れ
ま
で
の
「
具

体
」
研
究
に
お
い
て
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

「
具
体
」
と
児
童
美
術
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
芦
屋
市
立
美
術
博

物
館
で
学
芸
員
を
務
め
た
加
藤
瑞
穂
に
よ
る
『
童
美
展
一
九
四
八
―
二
〇
〇
八
』

が
存
在
す
る
。『
童
美
展
』	

と
は
、
吉
原
が
代
表
を
務
め
一
九
四
八
年
か
ら
継
続

さ
れ
た
「
阪
神
童
画
展
覧
会
」
を
前
身
と
す
る
児
童
創
作
美
術
展
で
あ
り
、
当

時
か
ら
「
具
体
」
作
家
が
児
童
作
品
と
関
わ
り
を
持
っ
た
機
会
の
一
つ
で
あ
っ

た
。
本
著
で
は
、
加
藤
に
よ
り
童
美
展
の
沿
革
と
創
設
に
携
わ
っ
た
吉
原
の
児

童
美
術
教
育
に
関
す
る
貢
献
実
績
、
年
表
資
料
の
綿
密
な
整
理
が
お
こ
な
わ
れ
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て
い
る
。
加
藤
は
「
具
体
」
が
探
し
求
め
た
創
造
の
本
質
は
「
こ
ど
も
の
造
形
」

に
集
約
さ
れ
る
と
し
、
造
形
遊
び
の
過
程
、
つ
ま
り
創
造
の
場
に
立
ち
会
う
保

育
者
の
視
点
に
、
美
術
と
幼
児
教
育
の
結
節
点
を
解
釈
す
る
糸
口
が
あ
る
と
し

て
い
る

A

。
同
じ
く
、
同
館
学
芸
員
を
勤
め
た
山
本
淳
夫
は
、（「『
き
り
ん
』
と
吉

原
治
良
―
深
江
小
学
校	

橋
本
学
級
を
中
心
に
」『
吉
原
治
良
研
究
論
集
』）

B

に
お

い
て
、
一
九
四
八
年
発
刊
の
童
詩
雑
誌
『
き
り
ん
』
に
み
ら
れ
る
「
具
体
」
作

家
の
指
導
跡
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
指
導
と
は
、
当
時
の
学
校
教
育
と
は
か

け
離
れ
た
も
の
で
あ
り
、
教
え
る
教
え
ら
れ
る
と
い
う
主
従
関
係
が
縺
れ
合
い
、

時
に
逆
転
の
立
場
を
と
る
と
い
う
「
具
体
」
独
自
の
児
童
美
術
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
法
の
実
践
で
あ
っ
た
。
以
後
、
山
本
は
継
続
研
究
で
あ
る
「《
泥
に
い
ど
む
》

と
初
期
『
具
体
』
の
作
品
構
造
─
『
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
』
と
『
童
美
展
』

の
比
較
を
通
じ
て
─
」

C

に
お
い
て
、
白
髪
の
作
品
《
泥
に
い
ど
む
》（
一
九
五
五
）

の
表
現
過
程
を
例
に
挙
げ
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト

D

	

と
《
童
美
展
》
と
の
作
品

の
比
較
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の
研
究
で
山
本
は
「
具
体
」
と
《
童
美
展
》

の
類
似
す
る
部
分
を
幼
児
の
描
画
発
達
に
み
ら
れ
る
錯
画
表
現
の
行
為
で
あ
る

と
指
摘
し
、「
具
体
」
が
児
童
美
術
に
求
め
た
表
現
は
児
童
の
描
画
発
達
段
階

（
〇
歳
か
ら
三
歳
ま
で
）
に
あ
た
る
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。
論
者
は
、
山
本
の

研
究
を
さ
ら
に
深
め
、
吉
原
が
円
の
作
品
に
到
達
す
る
ま
で
の
過
程
で
幼
児
体

験
や
回
想
の
中
に
芽
生
え
た
児
童
美
術
の
要
素
を
取
り
上
げ
、
作
品
制
作
と
の

関
わ
り
に
お
い
て
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。
特
に
吉
原
の
作
品
《
白
い
円
》
の
実

制
作
に
即
し
て
、
吉
原
が
も
と
め
た
児
童
美
術
の
表
現
を
論
じ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
一
九
五
〇
年
代
初
頭
に
様
々
な
芸
術
分
野
が
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
交
流
し

た
一
つ
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
吉
原
の
美
術
表
現
を
支
え
て
き

た
児
童
美
術
の
要
素
を
具
体
的
に
提
示
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

本
研
究
で
は
、「
具
体
」
の
指
導
者
で
あ
る
吉
原
が
、
新
し
い
美
術
に
向
か

う
た
め
に
、
児
童
の
発
達
特
性
や
幼
児
期
の
体
験
を
も
と
に
作
品
制
作
に
向
き

合
っ
た
内
容
と
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

吉
原
の
作
品
と
し
て
は
、
試
行
錯
誤
の
時
期
を
経
て
到
達
し
た
一
九
六
〇
年

代
の
円
の
作
品
、
な
か
で
も
《
白
い
円
》（
一
九
六
七
）
に
焦
点
を
定
め
る
。

円
の
作
品
に
お
い
て
も
マ
チ
エ
ー
ル
（m

atière

）
の
無
い
平
滑
な
画
面
は
、

一
九
六
五
年
頃
に
み
ら
れ
る
傾
向
で
あ
り
、
一
九
二
三
年
頃
の
初
期
の
画
風

「
魚
の
時
代
」
か
ら
四
〇
年
を
か
け
て
獲
得
し
た
集
大
成
の
作
品
で
あ
る
。
そ

の
背
後
に
は
、
吉
原
が
作
家
で
あ
る
と
同
時
に
指
導
者
で
あ
り
続
け
る
こ
と
の

緊
張
感
と
、
新
し
い
美
術
の
追
及
に
伴
う
葛
藤
を
払
拭
し
よ
う
と
す
る
足
跡
を

見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

吉
原
の
作
品
制
作
の
な
か
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
児
童
美
術
の
要

素
を
「
児
童
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
制
作
」「
幼
児
期
の
回
想
」「
児
童
美
術

の
発
達
段
階
」
の
要
素
に
分
け
て
整
理
し
考
察
す
る
こ
と
が
、
本
研
究
の
課
題

で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
通
し
て
、「
具
体
」
の
他
の
作
家
た
ち
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
た
吉
原
の
児
童
美
術
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
輪
郭
づ
け
て
い
き
た
い
。

以
下
で
は
、
次
の
よ
う
な
手
順
に
よ
っ
て
考
察
を
進
め
て
い
く
。（
１
）
吉

原
の
作
風
の
時
代
区
分
を
明
ら
か
に
し
、
主
に
児
童
を
主
題
と
し
た
作
品
に
つ
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い
て
の
考
察
を
お
こ
な
う
。（
２
）
吉
原
の
集
大
成
で
あ
る
円
の
作
品
に
関
す

る
分
析
を
お
こ
な
う
。（
３
）
吉
原
自
身
の
幼
少
期
体
験
の
回
想
に
よ
る
制
作

へ
の
方
向
づ
け
の
後
、「
チ
ャ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
ム
」（
Ｈ
・
リ
ー
ド
）
と
の
関
係

性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
以
上
を
通
し
て
、
吉
原
の
作
品
制
作
に
関
す
る
児
童

美
術
の
影
響
を
位
置
づ
け
る
た
め
の
研
究
の
第
一
歩
と
し
た
い
。

１　

吉
原
が
関
わ
っ
た
児
童
に
関
す
る
作
品

　

１
―
１　

八
つ
の
時
代
区
分
に
つ
い
て

吉
原
は
、
中
学
生
の
頃
か
ら
独
学
で
絵
を
描
き
は
じ
め
、
五
〇
年
も
の
画
歴

の
中
で
そ
の
作
風
は
大
き
く
揺
れ
動
い
た
の
で
あ
っ
た
。
一
九
九
二
年
の
『
没

後
二
〇
年	

吉
原
治
良
展
』
の
開
催
に
関
わ
っ
た
学
芸
員
ら

E

に
よ
り
、
八
つ
の

時
期
に
設
定
す
る
試
み
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
吉
原
の
作
風
を
第
一
期
一
九
二

三
〜
一
九
二
九
年
「
魚
の
時
代
」、第
二
期
一
九
三
〇
〜
一
九
三
四
年
「
シ
ュ
ー

ル
レ
ア
リ
ス
ム
的
イ
メ
ー
ジ
の
時
代
」、
第
三
期
一
九
三
四
〜
一
九
四
六
年

「
初
期
抽
象
の
時
代
」、
第
四
期
一
九
四
六
〜
一
九
四
八
年
「
顔
の
時
代
」、
第

五
期
一
九
四
八
〜
一
九
五
〇
年
「
鳥
と
人
の
時
代
」、
第
六
期
一
九
五
〇
〜
一

九
五
四
年
「
線
的
抽
象
の
時
代
」、
第
七
期
一
九
五
五
〜
一
九
六
五
年
「
ア
ン

フ
ォ
ル
メ
ル
の
時
代
」
を
経
て
、
第
八
期
一
九
六
五
〜
一
九
七
二
年
「
円
の
時

代
」
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
作
風
が
変
化
し
た
理
由
と
し
て

は
、
吉
原
が
西
洋
の
美
術
を
熟
知
し
、
常
に
時
代
の
流
れ
に
敏
感
で
あ
っ
た
こ

と
や
、
他
芸
術
領
域
と
の
交
流
を
積
極
的
に
求
め
た
こ
と
、
第
六
期
か
ら
は
指

導
者
と
し
て
の
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

時
代
区
分
に
お
け
る
第
一
期
と
第
四
期
か
ら
六
期
、
そ
し
て
第
八
期
に
お
い

て
、
吉
原
は
児
童
に
関
係
す
る
作
品
を
制
作
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
吉

原
は
児
童
が
持
ち
得
る
特
性
を
意
識
し
、
自
身
の
作
品
制
作
に
取
り
込
も
う
と

し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

１
―
２　

児
童
と
関
係
の
あ
る
吉
原
の
作
品

吉
原
の
作
品
の
時
代
区
分
に
お
い
て
、
吉
原
が
着
手
し
た
児
童
に
関
す
る
作

品
を
取
り
上
げ
る
。
本
項
で
は
、（
１
）「
絵
本
」、（
２
）「
児
童
を
モ
チ
ー
フ

と
し
た
絵
画
」、（
３
）「
雑
誌
の
表
紙
絵
」、（
４
）「
教
科
書
の
表
紙
絵
」、（
５
）

「
幼
児
の
な
ぐ
り
描
き
の
模
写
」
の
五
つ
の
点
か
ら
論
じ
る
。

（
１
）
第
一
期
「
魚
の
時
代
」
に
お
い
て
、
吉
原
は
一
九
三
二
年
に
絵
本

『
ス
イ
ゾ
ク
カ
ン
』（
図
１
）

F

を
作
成
し

て
い
る
。
画
中
に
は
、
当
時
の
作
品
の

背
景
に
み
ら
れ
る
技
法
ス
カ
ン
ブ
リ
ン

グ
（
擦
り
ぼ
か
し
）
に
加
え
、
ス
テ
ン

シ
ル

G

が
施
さ
れ
、
タ
ン
ポ
印
刷
の
よ
う

に
雌
型
の
輪
郭
に
沿
っ
て
絵
の
具
が
叩

き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
吉
原
は
『
ス
イ

ゾ
ク
カ
ン
』
の
第
一
場
面
に
お
い
て
、

図１『スイゾクカン』1932
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鑑
賞
者
の
目
線
を
水
槽
の
外
か
ら
始
ま
る
よ
う
に
誘
導
し
、
次
に
海
中
の
様
子

を
岩
場
か
ら
覗
き
こ
ん
だ
り
、
水
面
を
見
上
げ
た
り
す
る
よ
う
な
、
観
察
し
易

い
視
点
を
画
面
に
加
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
熱
帯
魚
や
烏
賊
に
人
間
の
よ
う
な

優
し
い
目
を
与
え
、
擬
人
化
さ
せ
る
こ
と
で
モ
チ
ー
フ
同
士
の
対
話
的
な
関
係

性
を
重
視
し
た
こ
と
も
窺
え
る
。

（
２
）
第
四
期
「
顔
の
時
代
」
に
お
い
て
、
吉
原
は
《
花
と
子
供
た
ち
》（
一

九
四
七
）（
図
２
）
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
絵
に
は
、
吉
原
か
ら
見
た
子
ど

も
の
作
画
が
再
現
さ
れ
て
お
り
、
花
、
茎
を
現
し
た
図
形
的
な
モ
チ
ー
フ
が
画

面
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
表

現
か
ら
判
断
す
る
と
、
子
ど
も
は
四
〜

五
歳
で
あ
る
。
画
中
の
児
童
の
発
達
年

齢
と
四
歳
前
後
に
み
ら
れ
る
描
画
表
現

形
式
（
カ
タ
ロ
グ
表
現
）
が
適
合
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
吉
原
は
児
童
の
発
達

や
特
徴
に
配
慮
し
な
が
ら
、
遊
び
の
様

子
を
描
い
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

（
３
）
第
五
期
「
鳥
と
人
の
時
代
」
に

お
い
て
、
吉
原
は
日
本
童
誌
研
究
会
か
ら

発
刊
さ
れ
た
『
き
り
ん
』

H

の
表
紙
絵
の
作

画
を
引
き
受
け
て
い
る
。『
き
り
ん
』
は

小
学
生
の
詩
の
公
募
作
品
を
集
め
た
童

詩
雑
誌
で
あ
り
、
生
活
感
の
あ
る
小
学
生
の
視
点
を
詩
と
絵
画
で
表
現
す
る
場

で
あ
っ
た
。
そ
の
絵
画
に
は
、
表
紙
絵
、
挿
絵
と
し
て
「
具
体
」
会
員
の
作
品
も

掲
載
さ
れ
て
い
た
。
吉
原
は
、
発
刊
一
年

目
で
あ
る
第
一
巻
四
・
五
号
と
六
号
の
表

紙
絵
を
担
当
し
、《
縄
跳
び
を
す
る
少
女
》

（
一
九
四
八
）（
図
３
）
を
作
成
し
て
い
る
。

こ
の
絵
に
対
し
、
小
学
校
の
一
部
の
教
員

は
「
幽
霊
の
よ
う
」
と
揶
揄
し
た
が
、
親

し
み
や
す
い
縄
跳
び
や
少
女
の
シ
ル
エ
ッ

ト
と
表
情
の
な
い
動
物
的
な
容
姿
、
黒
塗

り
の
影
に
は
、
読
み
手
で
あ
る
児
童
に
配

慮
し
た
吉
原
の
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
図
と
は
、
五
歳
か
ら
八
歳

頃
の
児
童
が
描
く
図
式
的
で
抽
象
的
な
モ
チ
ー
フ
の
傾
向
を
考
慮
し
た
、
創
造

力
の
涵
養
を
諮
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
４
）
第
六
期
「
線
的
抽
象
の
時
代
」

に
お
け
る
作
品
《
素
描
》（
一
九
五
一
）

（
図
４
）
に
つ
い
て
、
尾
崎
信
一
郎
は

「
前
衛
書
家
と
児
童
画
の
影
響
」
が
認

め
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
吉
原
は

こ
の
時
期
に
、
マ
ッ
チ
棒
人
間
が
並
列

す
る
よ
う
な
線
的
抽
象
表
現
を
好
ん

図２《花と子供たち》1947

図３『きりん』表紙絵（４・５号，６号）1948図４《素描》1951
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だ
こ
と
か
ら
、
尾
崎
は
「
一
連
の
群
像
表
現
が
さ
ら
に
抽
象
化
さ
れ
、
人
体
が

手
を
広
げ
る
関
心
を
表
明
し
て
お
り
、
生
命
感
の
み
な
ぎ
る
こ
れ
ら
の
絵
画
は

児
童
画
と
の
関
連
を
暗
示
し
て
い
る

I

」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
五
〇
年

代
の
線
的
抽
象
の
作
品
群
が
一
九
五
四
年
発
行
の
小
学
校
用
教
科
書
『
新
し
い

図
画
工
作

J

』（
図
５
）
の
表
紙
絵
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
吉
原
の
児

童
美
術
へ
の
関
心
が
理
解
で
き
る
。

（
５
）
吉
原
の
作
風
は
一
九
五
七
年
以
降
の
第
七
期
「
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
の

時
代
」
を
経
て
、
一
九
六
五
年
か

ら
第
八
期
「
円
の
時
代
」
に
移
る

が
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
円
の
形

の
前
兆
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
吉
原
は
作
品
《W

ork

》（
一

九
五
七
）（
図
６
）
と
《W

ork

》（
一
九

六
〇
）（
図
７
）
に
お
い
て
、
絵
の
具
を

厚
く
盛
り
上
げ
、
パ
レ
ッ
ト
ナ
イ
フ
で

押
さ
え
つ
け
た
イ
ン
パ
ス
ト
（
厚
塗
り
）

技
法
の
跡
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
二

つ
の
作
品
に
関
し
て
、
吉
原
は
こ
れ
ま

で
の
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
特
有
の
マ
チ

エ
ー
ル
に
特
化
し
た
画
風
に
留
ま
る
こ

と
な
く
、
記
号
、
円
を
実
験
的
に
描
き

込
む
こ
と
で
次
の
ス
テ
ー
ジ
を
視
野

に
お
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
円
は

中
心
に
大
き
く
象
徴
的
に
描
か
れ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
往
復
線
や
螺
旋

の
延
長
に
あ
る
一
つ
の
ド
ロ
ウ
イ
ン

グ
の
流
れ
や
、
偶
然
的
な
線
の
重
な

り
の
中
に
集
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
八
期
「
円
の
時
代
」
に
描
か
れ

た
吉
原
の
習
作
群
で
あ
る
作
品
《
ス

ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
（
円
の
構
想
、
朱
）》

（
一
九
六
五
〜
一
九
六
六
）（
図
８
）、

《
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク	Sketchbook

》

（
一
九
六
五
〜
一
九
七
〇
）（
図
９
）

に
は
、
無
造
作
な
円
や
点
の
な
ぐ
り

描
き
跡
が
無
数
に
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
幼
児
の
描
画
発
達
段
階
に
お

い
て
み
ら
れ
る
表
現
特
性
と
一
致
す
る
。
そ
の
特
性
と
は
、
一
歳
か
ら
二
歳
へ

の
過
渡
期
、
つ
ま
り
な
ぐ
り
描
き
（
ス
ク
リ
ブ
ル
）
か
ら
円
に
移
行
す
る
時
期

に
出
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
吉
原
の
作
品
《
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
》
に
み
ら
れ
る

習
作
跡
に
は
、
ま
さ
に
点
描
や
縦
横
の
往
復
線
を
克
服
し
た
螺
旋
と
、
閉
じ
ら

れ
た
丸
の
表
現
を
往
復
し
な
が
ら
、
完
全
な
丸
を
獲
得
す
る
以
前
の
偶
発
的
な

図５『新しい図画作
表紙（新しい図画工作
教育研究会 大和図書
株式会社 1954）図６《Work》1957図７《Work》1960

図８　 スケッチブック（円の構想，朱）
1965〜1966

図９　 スケッチブック Sketchbook 
1965〜1970
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『
世
界
現
代
芸
術
展
』
を
開
催
し
、
国
内
に
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
旋
風
を
起
こ
し

た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
時
代
か
ら
円
の
時
代
に
か
け
て
、
吉
原
の
円

の
作
品
の
移
り
変
わ
り
を
見
て
み
よ
う
。《
作
品
》（
一
九
五
八
―
一
九
六
〇
）

（
図
12
）
か
ら
《
作
品
》（
一
九
六
五
）（
図
19
）
に
か
け
て
円
の
モ
チ
ー
フ
が

ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
的
な
作
風
か
ら
派
生
し
、
円
の
時
代
に
向
け
て
平
滑
で
大
き

な
単
円
の
形
象
へ
と
変
化
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。《
作
品
》（
一
九
五

五
）（
図
10
）
で
は
、
黒
い
衝
立
板
の
上
に
、
絵
の
具
の
塊
を
三
か
所
に
配
置

し
た
円
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
円
環
は
白
色
で
あ
り
な
が
ら
、
線
の
所
々
が
地

の
黒
色
で
塗
ら
れ
て
お
り
、
吉
原
が
実
験
的
に
図
と
地
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
て

い
た
跡
が
う
か
が
え
る
。
以
後
、（
図
10
）
の
よ
う
な
単
円
の
モ
チ
ー
フ
は
一

時
姿
を
ひ
そ
め
、（
図
12
）
の
よ
う
に
絵
の
具
で
隆
起
し
た
画
面
に
、
更
に
粘

度
の
高
い
絵
の
具
を
ナ
イ
フ
で
押
し
付
け
る
作
風
が
、
一
九
六
〇
年
頃
ま
で
続

い
て
い
る
。

《
作
品
》（
一
九
五
六
）（
図
11
）
で
は
、
画
面
に
大
中
小
の
様
々
な
円
を
配

置
し
て
埋
め
尽
く
す
こ
と
で
、
吉
原
が
円
と
い
う
形
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
全

て
試
み
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
次
に
（
図
12
）
の
画
面
に
は
、
左
上
、
中
心
部

下
に
絵
の
具
の
塊
を
避
け
る
よ
う
に
し
て
余
白
に
黒
色
の
円
が
描
か
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、《
作
品
》（
一
九
五
八
―
一
九
六
〇
）（
図
13
）
で
は
、

カ
タ
ロ
グ
の
よ
う
に
列
を
な
し
て
繰
り
返
し
描
か
れ
て
い
る
円
や
、《
作
品
》

（
一
九
五
九
）（
図
14
）
で
の
な
ぐ
り
描
き
状
の
線
が
偶
然
的
に
交
差
す
る
こ
と

描
線
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
習
作
群
が
精
力
的
に
描
か
れ
た
時
期
と
、
一

九
六
五
年
に
誕
生
し
た
孫
に
よ
る
円
描
画
の
獲
得
時
期
と
が
重
な
り
合
う
こ
と

か
ら
、
当
時
の
孫
の
描
画
遊
び
が
、
吉
原
の
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
モ
デ
ル
に
な
っ

て
い
た
可
能
性
も
推
測
で
き
る

K

。

２　

円
の
獲
得
ま
で
の
道
程

　

２
―
１　

作
品
に
み
ら
れ
る
円
の
変
容
過
程

ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
時
代
の
後
半
、
つ
ま
り
一
九
五
七
年
か
ら
一
九
六
五
年

頃
ま
で
は
「
円
の
時
代
」
に
到
達
す
る
ま
で
の
吉
原
の
実
験
的
な
時
期
で

あ
っ
た
。
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
と
は
、
一
九
五
二
年
の
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と

し
た
美
術
運
動
で
あ
り
、
批
評
家
の
ミ
シ
ェ
ル
・
タ
ピ
エ
（M

ichel	T
apié	

de	Céleyran,	1909 –1987

）

L

が
、
フ
ォ
ー
ト
リ
エ
（Jean	Fautrier,	

1898 –1964

）、
デ
ュ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
（Jean	Philippe	A

rthur	D
ubuffet,	

1901 –1985

）、
ヴ
ォ
ル
ス
（W
ols,	1913 –1951

）
ら
の
作
品
を
、
未
分
化
で

原
始
的
な
抽
象
形
態
と
し
て
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
（
非
定
形
の
芸
術
）
と
定
義
し

た
こ
と
に
よ
る
。
タ
ピ
エ
は
、
キ
ュ
ビ
ズ
ム
や
幾
何
学
的
な
抽
象
画
が
、
こ
れ

ま
で
の
古
典
美
術
か
ら
進
化
を
遂
げ
て
い
な
い
点
を
批
判
し
、
ア
ン
フ
ォ
ル
メ

ル
を
「
別
の
美
学

M

」
と
し
て
説
明
し
た
上
で
、「
即
刻
前
進
す
る
こ
と
の
で
き

る
有
効
な
装
置

N

」
を
つ
く
る
必
要
性
を
示
し
た
。
タ
ピ
エ
は
一
九
五
七
年
に
来

日
し
、
吉
原
と
の
親
交
を
結
ん
だ
。
そ
し
て
同
年
、
東
京
と
大
阪
に
お
い
て
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で
円
が
出
現
す
る
パ
タ
ー
ン
も
確
認
で
き
る
。

美
術
評
論
家
の
高
橋
亨
は
、
円
の
時
代
に
つ
い
て
２
つ
の
性
格
が
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る

O

。
一
つ
は
、
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
絵
画
と
の
共
通
の
部
分
を
持
つ
性

格
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
タ
ピ
エ
が
先
導
し
た
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
絵
画
を
越
え

て
い
く
と
い
う
性
格
で
あ
る
。
高
橋
は
、
後
者
に
つ
い
て
「
円
の
そ
の
か
た
ち

の
な
か
に
は
吉
原
が
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
か
ら
ぬ
け
で
て
、
次
の
発
展
段
階
へ
お

も
む
こ
う
と
す
る
契
機
が
内
在
し
て
い
た

P

」
と
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
一
九
五

六
年
か
ら
一
九
五
九
年
ま
で
の
作
品
は
、
円
は
主
要
な
モ
チ
ー
フ
と
さ
れ
る
絵

の
具
の
物
質
感
に
対
峙
す
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
群
を
み

る
と
円
の
モ
チ
ー
フ
が
絵
の
具
の
重
層
部
分
や
、
動
勢
の
あ
る
部
分
に
関
わ
る

こ
と
な
く
、
む
し
ろ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
少
な
い
余
白
部
分
に
描
か
れ
て
い
る
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。
高
橋
は
こ
れ
ら
の
円
を
「
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
の
な
か
の
ひ
と

つ
」
と
譬
え
て
い
る
。（
図
12
）
か
ら
（
図
16
）
が
あ
て
は
ま
る
。
タ
ピ
エ
は

ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
を
別
の
芸
術
と
い
い
、
新
し
い
芸
術
を
別
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

説
明
さ
れ
る
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
画
風
の
重
厚
な
支
持

体
の
中
で
、
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
と
し
て
存
在
し
て
い
た
円
が
、
別
の
ス
テ
ー
ジ
に

お
い
て
画
面
全
体
を
支
配
し
て
い
た
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
を
巻
き
込
み
、
一
つ
の
円

と
い
う
か
た
ち
に
変
容
し
て
い
く
過
程
が
理
解
で
き
よ
う
。

次
に
《
作
品
》（
一
九
六
〇
）（
図
15
）
に
お
い
て
は
、
黄
土
色
の
往
復
線
と

黒
い
直
線
、
灰
色
の
絵
肌
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の
右
下
に
閉
じ
た
小
円
が
配
置
さ

れ
て
い
る
。
吉
原
が
円
の
大
き
さ
に
関
わ
ら
ず
、
円
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
明
確

に
取
り
上
げ
、
画
面
上
で
の
役
割
を
与
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
《
作

品
》（
一
九
六
〇
）（
図
16
）
で
は
、
一
筆
描
き
の
単
円
が
凹
凸
の
あ
る
画
面
上

の
中
央
部
分
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
よ
り
、
画
面
の
メ
イ
ン
の
モ
チ
ー

フ
は
直
線
や
往
復
線
か
ら
、
円
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
《
作

品
（U

N
T
IT
LED

）》（
一
九
六
二
）（
図
17
）
は
、
グ
タ
イ
・
ピ
ナ
コ
テ
カ

Q

設

立
時
の
象
徴
と
な
っ
た
作
品
で
あ
る
。
吉
原
は
、
黒
い
地
で
画
面
を
塗
り
狭
め

る
こ
と
で
、
単
円
と
な
る
白
い
筆
勢
を
浮
き
立
た
せ
る
手
法
を
と
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
時
期
が
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
時
代
か
ら
円
の
時
代
へ
の
転
換
期
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
後
は
一
九
六
五
年
頃
ま
で
、
画
面
全
体
の
物
質
感
を
残
し
た
ま
ま
、
重
層

的
に
円
の
テ
ク
ス
チ
ャ
が
強
調
さ
れ
た
作
品
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
後
、《
作

図10《作品》1955

図11《作品》1956

図12《作品》1958‐  
        1960

図14《作品》1959

図13《作品》1958‐
        1960
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一
九
六
〇
年
代
の
吉
原
の
代
表
的
な
作
品
《
白
い

円
》（
一
九
六
七
）（
図
19
）

T

に
み
ら
れ
る
大
き
く
て

白
い
円
は
、
寸
法
を
測
っ
た
よ
う
な
正
円
で
は
な

く
、
太
い
筆
で
一
度
に
描
か
れ
た
書
画

U

の
よ
う
に
み

え
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
一
つ
の
円
で
は
な
い
。

作
品
の
制
作
過
程
に
つ
い
て
は
、《
ス

ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
（
円
の
構
想
、
鉛
筆
）》

（
一
九
六
五
）（
図
20
）
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
吉
原
が
外
郭
の
輪
と
内
郭
の

輪
を
別
々
に
描
く
こ
と
で
、
輪
の
位
置

を
決
め
て
い
る
。
次
に
円
を
構
成
す
る
地
の
部
分
を
黒
色
で
塗
狭
め
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
黒
地
の
中
に
白
円
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
い
う
手
法
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
円
が
地
の
上
に
あ
る
図
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
地
と
し
て
の
立
場
へ

の
転
換
を
果
た
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
表
現
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

本
作
品
を
さ
ら
に
近
距
離
で
確
認
す
る
と
、
吉
原
が
外
郭
と
内
郭
の
バ
ラ
ン

ス
を
何
度
と
な
く
修
正
し
た
筆
跡
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
吉
原
の
制
作
過
程
で

は
、
絵
肌
を
平
滑
に
す
る
た
め
に
マ
ッ
ト
カ
ラ
ー
（
艶
消
し
）
の
絵
具
を
用

い
、
滴
り
や
滲
み
、
盛
り
上
が
り
の
跡
を
、
丁
寧
に
塗
り
込
め
、
形
成
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
円
は
単
純
な
形
で
あ
り
な
が
ら
、
外
周
左
側
に
み
ら
れ
る

「
く
」
の
字
に
へ
こ
ん
だ
線
（
図
21
）
や
、
内
周
右
下
側
の
凹
型
の
輪
郭
線
（
図

22
）
が
、
無
限
の
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
作
品
の
表
面
に

品
》（
一
九
六
五
）（
図
18
）
が
制
作
さ
れ

た
頃
か
ら
は
、
平
滑
な
画
面
で
円
の
か
た

ち
の
み
を
意
識
し
た
時
期
に
入
り
、
吉
原

が
生
涯
を
通
じ
作
家
と
し
て
最
も
成
就

し
た
時
期

R

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

２
―
２　
《
白
い
円
》（
一
九
六
七
）
の
制
作
過
程

吉
原
は
、
三
〇
年
間
に
渡
っ
て
様
々
な
モ
チ
ー
フ
と
技
法
を
試
み
た
末
、
一

九
六
〇
年
代
初
頭
に
円
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
出
会
い
、
以
後
、
様
々
な
色
彩
や

形
状
の
円
環
を
一
九
七
一
年
ま
で
描
き
続
け
た
。
吉
原
が
円
の
モ
チ
ー
フ
に
至

る
過
程
に
は
、
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
期
の
後
期
に
お
け
る
線
へ
の
探
求
が
あ
る
。

特
に
一
九
五
八
年
に
は
、
画
面
上
の
絵
の
具
量
が
減
少
し
、
ロ
の
字
や
リ
ズ
ム

感
の
あ
る
図
形
の
細
線
の
出
現
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
一
九

六
〇
年
代
に
入
る
と
、
よ
う
や
く
円
は
画
面
中
央
に
鎮
座
し
、
吉
原
は
（
図

17
）

S

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
亀
裂
、
滴
り
、
刷
毛
目
を
意
図
的
に
線
と
面
の
構
成

で
表
現
す
る
技
法
に
到
達
す
る
こ
と
に
な
る
。

図15《作品》1960

図17《作品
（UNTITLED）》1962

図16《作品》1961

図18《作品》1965

図19《白い円》1967
図20《スケッチブック

（円の構想，鉛筆）》1965
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は
、
吉
原
が
円
の
周
囲
を
筆
で
何
度
と

無
く
撫
で
回
し
、
納
得
の
い
く
輪
郭
が

得
ら
れ
る
ま
で
境
界
線
を
追
い
求
め
た

跡
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
は
、
塗
り

直
し
た
筆
跡
、
重
ね
た
筆
触
に
よ
る
轍

や
、
絵
の
具
の
塊
の
中
央
に
あ
る
ピ
ン

ホ
ー
ル
（
空
洞
）、
鉛
筆
の
下
書
き
跡
が

確
認
で
き
る
。
ゆ
え
に
、
吉
原
は
円
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
緻
密
に
計
り
な
が
ら
、

本
来
、
書
画
が
持
つ
線
の
運
動
的
な
表
現
を
、
自
ら
の
作
品
に
お
い
て
は
「
精
緻

に
塗
る
」
と
い
う
方
法
で
慎
重
に
表
現
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　

２
―
３　

円
の
か
た
ち
に
み
ら
れ
る
吉
原
の
姿
勢

吉
原
は
、
一
九
六
七
年
の
東
京
画
廊
に
お
け
る
個
展
の
た
め
の
文
章
で
、
円

の
作
品
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
と
こ
ろ
円
ば
か
り
描
い
て
い
る
。
便
利
だ
か
ら
で
あ
る
。
い
く
ら
大
き
な

ス
ペ
ー
ス
で
も
円
一
つ
で
か
た
が
つ
く
と
い
う
こ
と
は
有
難
い
こ
と
で
も
あ
る
。

一
枚
一
枚
の
カ
ン
バ
ス
に
何
を
描
く
か
と
い
う
煩
し
さ
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
で

も
あ
る
。
あ
と
は
ど
ん
な
円
が
出
来
あ
が
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は

ど
ん
な
円
を
つ
く
り
あ
げ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
っ
た
一
つ
の
円
さ
え
満

足
に
か
け
な
い
こ
と
を
い
や
ほ
ど
知
ら
さ
れ
る
は
め
に
陥
る
こ
と
も
白
状
し
て
お

こ
う
。
一
本
の
線
も
完
全
に
ひ
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
そ
こ
か
ら
出
発
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
で
も
あ
る

V

。

吉
原
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
獲
得
し
た
円
を
「
便
利
」「
煩
わ
し
さ
の
解

放
」
と
譬
え
、
お
よ
そ
四
十
年
に
も
及
ぶ
画
歴
の
末
に
、
手
に
入
れ
た
モ
チ
ー

フ
を
重
用
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
一
方
で
「
あ
と
は
ど
ん
な
円
が
出
来
あ

が
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
は
、
偶
然
性
に
任
せ
た
児
童
の
な

ぐ
り
描
き
や
、
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
手
法
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
る
。

吉
原
に
と
っ
て
、
円
が
持
つ
意
味
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
吉

原
の
言
葉
は
、
自
身
が
円
に
お
け
る
無
限
の
線
表
現
に
果
敢
に
向
き
合
う
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
真
意
に
つ
い
て
は
「
た
っ
た
一
つ
の
円
さ
え
満
足
に

か
け
な
い
こ
と
を
い
や
ほ
ど
知
ら
さ
れ
る
は
め
に
陥
る
こ
と
も
白
状
し
て
お
こ

う
」
と
述
べ
て
い
る
部
分
で
あ
ろ
う
。
一
人
の
作
家
と
し
て
、
自
ら
の
モ
チ
ー

フ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
思
い
で
あ
る
よ
う
に
も
読

み
取
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
吉
原
の
制
作
の
態
度
に
つ
い
て
、
美
術
評
論
家
の
乾
由
明
（
一

九
二
七
〜
二
〇
一
七
）
は
、
ア
ト
リ
エ
に
お
け
る
取
材
か
ら
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

吉
原
さ
ん
は
ぼ
く
た
ち
の
ま
え
で
、
ま
だ
ぬ
っ
て
な
い
カ
ン
バ
ス
の
部
分
を
白

図21《白い円》1967
        一部

図22《白い円》1967
        一部
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く
ぬ
り
は
じ
め
た
。
筆
の
は
こ
び
は
け
っ
し
て
は
や
く
な
い
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
た

し
か
め
る
よ
う
な
ゆ
っ
く
り
し
た
タ
ッ
チ
が
加
え
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
し
だ
い
に
微

妙
な
線
と
フ
ォ
ル
ム
が
で
き
上
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
ま
る
で
一
本
の
線
、
あ
る
い

は
ひ
と
つ
の
円
が
も
っ
て
い
る
無
限
の
変
化
と
深
さ
を
、
あ
く
こ
と
な
く
嚙
み
し

め
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
一
本
の
線
さ
え
も
お
な
じ
も
の
は
ひ
と
つ
も
な
い
こ

と
の
フ
シ
ギ
さ
、
単
純
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
か
え
っ
て
お
そ
ろ
し
く
複
雑
で
あ
る

こ
の
フ
ォ
ル
ム
の
逆
説
を
、
か
れ
は
た
え
ず
新
鮮
な
驚
き
を
も
っ
て
み
つ
め
て
い

る
の
で
あ
る

W

。

乾
は
、
吉
原
の
制
作
の
様
子
に
つ
い
て
、
便
利
で
あ
る
は
ず
の
円
環
が
一
回

性
の
ア
ク
シ
ョ
ン
で
描
か
れ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
慎
重
に
時
間
を
か
け
て
塗

り
込
め
ら
れ
て
い
る
状
況
を
述
べ
て
い
る
。
乾
が
い
う
「
単
純
で
あ
れ
ば
あ
る

だ
け
か
え
っ
て
お
そ
ろ
し
く
複
雑
で
あ
る
こ
の
フ
ォ
ル
ム
の
逆
説
」
と
は
、
吉

原
が
単
円
に
内
包
さ
れ
る
未
知
の
無
数
の
形
状
か
ら
、
感
性
に
触
れ
る
も
の
の

み
を
探
し
出
す
こ
と
に
違
い
な
い
。
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
期
に
お
け
る
画
面
の
物

質
感
へ
の
こ
だ
わ
り
が
、
円
の
時
期
に
お
い
て
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
す

る
こ
と
で
輪
郭
を
き
め
る
と
い
う
、
か
た
ち
へ
の
探
究
に
変
容
し
て
き
た
の
で

あ
る
。

円
の
完
成
形
と
い
わ
れ
る
一
九
六
七
年
頃
に
お
い
て
も
な
お
、
吉
原
が
「
ひ

と
つ
と
し
て
完
全
な
円
を
描
く
こ
と
が
で
き
な
い

X

」
と
嘆
く
理
由
に
は
、
画
家

と
し
て
自
ら
が
目
指
す
「
未
だ
見
た
こ
と
も
な
い
形
状
」
へ
の
憧
れ
や
敬
意
を

推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
対
峙
し
た
言
葉
か
ら
は
、
長

い
年
月
を
か
け
て
獲
得
し
た
モ
チ
ー
フ
へ
の
安
堵
感
と
、
そ
の
時
点
か
ら
始
ま

る
次
の
造
形
性
へ
の
挑
戦
と
い
う
吉
原
の
二
つ
の
姿
勢
が
う
か
が
え
よ
う
。

３　

児
童
美
術
の
影
響

　

３
―
１　

吉
原
の
幼
少
期
の
回
想

「
具
体
」
研
究
者
の
平
井
章
一
に
よ
れ
ば
、
吉
原
は
美
術
教
育
の
研
究
者
で

あ
る
ハ
ー
バ
ー
ト
・
リ
ー
ド
（Sir	H

erbert	Edw
ard	Read	

一
八
九
三
〜

一
九
六
八
）
の
著
書
を
四
冊
所
蔵
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る

Y

。
リ
ー
ド
と
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
美
術
批
評
家
で
あ
り
、
発
達
心
理
学
、
知
覚
心
理
学
を
芸
術
教
育

に
取
り
入
れ
、
著
『
芸
術
に
よ
る
教
育

Z

』	

に
お
い
て
「
芸
術
を
教
育
の
基
礎
と

す
る
べ
き
」
と
し
、
発
達
段
階
を
踏
ま
え
た
感
覚
教
育
の
重
要
性
を
説
い
た
人

物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
芸
術
作
品
に
は
「
形
（form

）」
が
存
在
し
、「
芸
術

的
に
優
れ
た
形
」
に
つ
い
て
の
問
い
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は
、

戦
後
日
本
の
図
画
工
作
科
教
育
及
び
美
術
科
教
育
、
造
形
教
育
に
お
い
て
児
童

中
心
主
義
の
教
育
理
論
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
一
九
五
九
年
に
は
、

美
術
批
評
家
で
あ
る
瀧
口
修
造
が
リ
ー
ド
の
著
書
『
芸
術
の
意
味
』
を
翻
訳

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
瀧
口
の
初
め
て
の
造
形
芸
術
論
で
あ
る
『
近
代
芸
術
』

（
一
九
六
二
）
で
は
、「
キ
ュ
ビ
ズ
ム
の
意
義
」「
抽
象
芸
術
の
意
義
」
の
項
に

お
い
て
、
リ
ー
ド
の
著
書
で
あ
る
『
今
日
の
美
術
』（
一
九
三
三
）
か
ら
の
引
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用
が
な
さ
れ
、
当
時
の
美
術
界
に

お
い
て
も
リ
ー
ド
の
理
論
は
周
知

さ
れ
て
い
た
。

吉
原
が
所
蔵
し
た
リ
ー
ド
の
書

籍
に
『
美
術
と
社
会

a

』
が
確
認
で

き
る
。
本
著
に
お
い
て
、
リ
ー
ド

は
原
始
美
術
の
重
要
性
を
取
り
上

げ
、
児
童
や
洞
窟
人
が
現
実
を
抽

象
化
し
て
事
物
を
描
く
こ
と
を
、「
再
現
」
で
は
な
く
「
表
現
」
と
し
、
真
の

美
的
表
現
と
定
義
し
て
い
る
。
吉
原
は
本
著
の
図
版
に
あ
る
「
石
の
チ
ュ
リ
ン

ガ
」（
図
23
）
に
注
目
し
た
の
で
あ
ろ
う

b

。
何
故
な
ら
、
吉
原
は
こ
の
話
を
童

詩
雑
誌
『
き
り
ん
』
第
四
巻
一
〇
号
に
寄
稿
し
、「
ら
く
が
き
と
チ
ュ
リ
ン
ガ
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、（
図
23
）
を
模
し
た
自
筆
の
カ
ッ
ト
（
図
24
）
を
添
え

て
、
自
身
の
幼
児
期
（
四
〜
五
歳
）
の
記
憶
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

し
ろ
い
あ
た
ら
し
い
あ
た
ら
し
い
壁
（
か
べ
）
の
う
え
に
え
ん
ぴ
つ
で
ま
る
の

か
た
ち
を
か
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
ま
た
ま
る
い
輪
（
わ
）
を
か
き
ま
し
た
。	

そ

と
が
わ
に
も
そ
の
ま
る
に
か
さ
ね
て
輪
を
か
き
ま
し
た
。
三
重
（
さ
ん
じ
ゅ
う
）

ま
る
、
五
重
ま
る
、
輪
が
か
さ
な
っ
て
り
っ
ぱ
に
な
り
ま
し
た
。（
中
略
）
そ
れ

が
、
つ
い
ち
か
ご
ろ
に
な
っ
て
、
ハ
ー
バ
ー
ト
、
リ
ー
ド
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
人
の

か
い
た
美
術
（
び
じ
ゅ
つ
）
の
本
を
み
て
い
ま

す
と
、
そ
の
中
の
図
版
（
づ
は
ん
）
の
一
つ
が
、

ふ
と
わ
た
し
の
ふ
る
い
、
こ
の
記
憶
を
よ
び
さ

ま
し
た
の
で
す
。
な
ん
と
そ
の
図
版
は
わ
た
し

の
こ
ど
も
の
と
き
の
そ
の
ら
く
が
き
に
そ
っ
く

り
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
に
て
い
る
の
で
す
。

（
中
略
）
小
さ
い
こ
ど
も
や
、
未
開
人
（
み
か

い
じ
ん
）
や
、
と
う
い
む
か
し
の
人
の
画
に
は

こ
の
よ
う
に
眼
で
み
た
自
然
（
し
ぜ
ん
）
を
か

く
の
で
は
な
く
、
何
か
心
の
お
く
に
あ
る
も
の
を
形
や
線
で
あ
ら
わ
す
画
が
あ
る

の
で
す
。（
中
略
）
形
（
か
た
ち
）
や
線
（
せ
ん
）
と
い
う
も
の
は
、
べ
つ
に
直
接

（
ち
ょ
く
せ
つ
）
自
然
（
し
ぜ
ん
）
に
に
て
い
な
く
て
も
、
何
か
ち
ょ
っ
と
し
た
手

が
か
り
で
も
あ
れ
ば
、
た
れ
（
マ
マ
）
の
こ
こ
ろ
に
も
通
じ
る
よ
う
な
意
味
を
感
じ

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す

c

。

吉
原
が
児
童
に
紹
介
し
た
チ
ュ
リ
ン
ガ
と
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
中
央

部
の
先
住
民
に
よ
り
継
承
さ
れ
る
扁
平
な
木
や
石
で
で
き
た
祭
祀
道
具
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
道
具
は
、
部
族
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
に
、
そ
の
子
の
ト
ー

テ
ム
模
様
を
刻
み
込
ん
で
保
存
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
章
に
お
い
て
、

吉
原
は
幼
少
期
に
お
け
る
落
書
き
の
思
い
出
と
、
図
版
に
あ
る
「
石
の
チ
ュ
リ

ン
ガ
」
の
美
的
経
験
が
、
お
よ
そ
四
〇
年
の
時
を
超
え
て
一
致
し
た
感
動
を
述

図23　H.リード『美術と社会』図版
          Stone churinga （Scred stone

　salb） from Central Australia.

図24　 吉原治良「らくがきとチュリンガ」
1951
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べ
て
い
る

d

。
吉
原
が
い
う
「
何
か
ち
ょ
っ
と
し
た
手
が
か
り
」
と
は
、
何
で
あ

ろ
う
か
。
手
が
か
り
と
は
「
物
事
の
新
た
な
展
開
の
助
け
と
な
る
も
の
」
で
あ

り
、
次
に
起
こ
す
行
動
の
た
め
の
具
体
的
な
拠
り
所
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
手

が
か
り
と
は
「
何
か
心
の
お
く
に
あ
る
も
の
を
形
や
線
で
あ
ら
わ
す
画
」
を
触

発
す
る
も
の
で
あ
り
、
別
の
空
間
や
時
間
に
存
在
す
る
形
象
、
事
象
を
結
び
付

け
、
呼
び
覚
ま
す
よ
う
な
か
た
ち
を
指
す
。
そ
れ
は
、
幼
児
が
描
く
不
慣
れ
で

頼
り
な
い
描
画
線
の
よ
う
に
日
常
生
活
に
潜
み
な
が
ら
、
記
憶
や
新
た
な
イ

メ
ー
ジ
に
結
び
つ
き
や
す
い
形
象
で
あ
ろ
う
。

 　

３
―
２　

児
童
の
描
画
表
現
に
み
る
「
チ
ャ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
」

「
具
体
」
研
究
者
の
加
藤
瑞
穂
は
、
吉
原
が
創
設
し
牽
引
し
て
き
た
『
童
美

展
』
の
運
営
状
況
や
資
料
分
析
か
ら
、
吉
原
が
児
童
に
求
め
た
能
力
に
つ
い
て

以
下
の
様
に
ま
と
め
て
い
る
。	

吉
原
が
求
め
た
も
の
は
、
言
葉
で
置
き
換
え
可
能
な
イ
メ
ー
ジ
、
あ
る
い
は
、

す
で
に
何
ら
か
の
意
味
に
つ
な
ぎ
止
め
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
い
ま
だ
言

葉
に
完
全
に
置
き
換
え
ら
れ
ず
、
あ
る
場
合
は
こ
の
よ
う
に
見
え
、
ま
た
あ
る
場

合
は
全
く
別
の
よ
う
に
も
見
え
る
と
い
っ
た
、
個
々
の
イ
メ
ー
ジ
が
生
ま
れ
る
一

歩
前
の
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
い
わ
ば
「
原
イ
メ
ー
ジ
」
と
も
呼
ぶ
べ
き

も
の
で
あ
る

e

。

加
藤
が
指
摘
し
た
「
原
イ
メ
ー
ジ
」
と
は
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
生
ま
れ

る
前
段
階
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
児
童
が
描
く
内
容
の
様
々
な
モ
チ
ー
フ
に
潜

み
、
見
方
に
よ
り
多
様
な
形
に
変
容
す
る
可
塑
性
の
高
い
形
象
の
こ
と
で
あ

る
。
一
方
、
吉
原
が
示
す
「
何
か
ち
ょ
っ
と
し
た
手
が
か
り
」
と
は
、
別
の
空

間
や
時
間
に
存
在
す
る
形
象
、
事
象
を
柔
軟
に
結
び
つ
け
る
か
た
ち
で
あ
り
、

加
藤
の
い
う
「
原
イ
メ
ー
ジ
」
を
触
発
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

吉
原
は
、
自
ら
が
語
っ
た
「
何
か
ち
ょ
っ
と
し
た
手
が
か
り
」
の
視
点
を
も
っ

て
原
イ
メ
ー
ジ
の
宝
庫
で
あ
っ
た
児
童
美
術
作
品
を
直
視
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
吉
原
が
童
詩
雑
誌
『
き
り
ん
』
第
四
巻
一
〇
号
「
ら
く
が
き
と
チ
ュ

リ
ン
ガ
」
で
紹
介
し
た
リ
ー
ド
の
著
書
と
は
、
先
述
し
た
『
美
術
と
社
会
』
を

示
す
の
で
あ
り
、
第
一
章
「
美
術
と
マ
ジ
ッ
ク
」「
芸
術
の
起
源
」
の
項
に
は
、

以
下
の
文
章
が
確
認
で
き
る
。

子
ど
も
が
エ
ン
ピ
ツ
と
か
紙
と
か
を
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
、
彼
ら
に
そ
れ
ら
の
も
の
、
エ
ン
ピ
ツ
や
紙
を
あ
た
え
、
な
ん
ら
教
え

こ
ま
れ
て
い
な
い
彼
ら
が
、
そ
れ
を
ど
ん
な
ふ
う
に
使
う
か
を
じ
っ
と
見

て
み
た
ら
よ
い
。
諸
君
は
ま
ず
第
一
に
、
か
ん
た
ん
な
線
や
ナ
グ
リ
ガ
キ

し
か
で
き
な
い
こ
と
に
気
が
つ
く
だ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
、
彼
は
紙
の
上
に

残
さ
れ
た
エ
ン
ピ
ツ
の
あ
と
、
線
の
運
動
に
心
を
ひ
か
れ
る
よ
う
に
な

る
。
つ
ぎ
に
起
っ
て
く
る
現
象
は
、
あ
る
リ
ズ
ム
を
も
っ
て
か
き
な
ぐ

る
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
が
し
だ
い
に
複
雑
な
も
の
に
な
り
精
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緻
さ
を
増
す
。
そ
う
し
て
、
つ
い
に
美
し
い
線
の
組
合
せ
「
描
画
」
が
う

ま
れ
る
。
と
つ
ぜ
ん
、
そ
の
入
り
み
だ
れ
た
線
の
な
か
に
、
子
ど
も
は

ハ
ッ
と
な
に
か
の
形
を
み
つ
け
だ
す

f

。

こ
れ
は
、
リ
ー
ド
に
よ
る
二
歳
か
ら
三
歳
ま
で
の
な
ぐ
り
が
き
の
発
達
段
階

に
合
致
す
る
内
容
で
あ
り
、「
目
的
の
な
い
線
が
き
、
目
的
の
あ
る
線
が
き
、

模
倣
の
線
が
き
、
位
置
を
限
定
し
た
な
ぐ
り
が
き

g

」
の
四
つ
の
描
画
発
達
過
程

を
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、「
し
だ
い
に
複
雑
な
も
の
に
な
り
精
緻
さ
を
増
す
」

こ
と
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
ダ
・
ケ
ロ
ッ
グ
（Rhoda	K

ellogg,	1898 –1987

）

に
よ
る
児
童
の
な
ぐ
り
が
き
「
二
〇
の
パ
タ
ー
ン

h

」
に
示
さ
れ
る
。
そ
れ
は
児

童
の
な
ぐ
り
が
き
の
特
徴
で
あ
る
ジ
グ
ザ
ク
線
、
波
線
、
螺
旋
が
複
雑
に
重
な

り
、
絡
み
合
う
と
交
差
線
に
よ
る
偶
然
的
な
形
象
が
現
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ケ

ロ
ッ
グ
は
、
こ
の
表
現
を
偶
発
的
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
（diagram
）
と
命
名
し
、

偶
然
的
に
重
な
っ
た
運
動
的
描
画
跡
が
、
図
形
を
構
成
す
る
こ
と
で
最
初
の
形

を
生
む
と
し
て
い
る

i

。

吉
原
が
目
指
す
児
童
美
術
の
新
鮮
な
表
現
と
は
、
ま
さ
に
偶
発
的
ダ
イ
ヤ
グ

ラ
ム
を
見
つ
け
た
時
で
あ
り
「
と
つ
ぜ
ん
、
そ
の
入
り
み
だ
れ
た
線
の
な
か

に
、
子
ど
も
は
ハ
ッ
と
な
に
か
の
形
を
み
つ
け
だ
す
」
の
部
分
を
指
す
の
で
あ

る
。
周
郷
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
「
ハ
ッ
と
な
に
か
の
形
」
の
言
葉
は
、
吉
原
が

所
蔵
し
た
英
文
の
原
著

j

に
お
い
て
「
チ
ャ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
ム
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
吉
原
が
自
身
の
回
想
録

k

に
お
い
て
、
児
童
が
天
井
板
の

木
目
に
人
間
や
動
物
の
形
を
発
見
す
る
こ
と
を
例
と
し
て
「
か
な
り
無
理
な
形

を
現
実
と
結
び
つ
け
る
力
を
持
っ
て
い
る

l

」
と
述
べ
た
こ
と
に
も
繋
が
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
チ
ャ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
ム
」
と
は
、「
原
イ
メ
ー
ジ
」
と

「
何
か
ち
ょ
っ
と
し
た
手
が
か
り
」
が
繋
が
っ
た
瞬
間
で
あ
り
、
新
た
な
か
た

ち
の
創
出
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
吉
原
が
「
チ
ャ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
ム
」
を
幼
少

期
の
体
験
か
ら
呼
び
起
こ
し
、
自
身
の
制
作
に
取
り
込
ん
だ
こ
と
は
、
児
童
美

術
と
「
具
体
」
が
接
続
す
る
部
分
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
「
具
体
」
研
究
者
や
「
具
体
」
作
家
ら
か
ら
指

摘
さ
れ
て
き
た
「
具
体
」
と
児
童
美
術
に
つ
い
て
、
吉
原
の
作
風
の
時
代
区

分
、
円
の
作
品
の
分
析
、
幼
児
期
の
回
想
等
か
ら
、
関
係
性
を
導
く
た
め
の
考

察
を
お
こ
な
っ
た
。
本
稿
の
成
果
と
し
て
、
一
九
五
七
年
「
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル

時
代
」
か
ら
一
九
六
五
年
「
円
の
時
代
」
へ
の
過
渡
期
（
質
感
か
ら
線
、
そ
し

て
円
を
獲
得
し
た
過
程
）
に
お
い
て
、
吉
原
が
児
童
に
関
係
す
る
作
品
を
制
作

し
、
児
童
の
表
現
特
性
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、

吉
原
と
児
童
美
術
と
の
一
つ
の
接
点
が
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

吉
原
の
円
の
作
品
と
は
、
児
童
、
ま
た
は
自
身
が
創
り
出
す
無
数
の
習
作
群

か
ら
生
れ
た
魅
力
的
な
形
象
を
、
単
に
支
持
体
に
写
し
替
え
て
制
作
し
た
も
の

で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
吉
原
が
円
の
制
作
に
お
い
て
、
形
象
の
奥
深
く
に
隠
れ
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て
い
る
「
何
か
ち
ょ
っ
と
し
た
手
が
か
り
」
を
引
き
出
す
ま
で
、
白
と
黒
の
領

域
を
塗
り
込
め
、
部
分
と
全
体
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
は
か
る
表
現
過
程
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。

吉
原
の
言
説
に
あ
る
「
何
か
ち
ょ
っ
と
し
た
手
が
か
り
」
や
、
リ
ー
ド
が
示

し
た
「
チ
ャ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
ム
」
と
加
藤
が
指
摘
す
る
「
原
イ
メ
ー
ジ
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
関
連
付
け
を
試
み
る
こ
と
で
、
吉
原
が
児
童
美
術
に
求
め
た

根
源
の
一
つ
を
導
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
根
源
と
は
、
児
童

描
画
発
達
に
お
け
る
な
ぐ
り
が
き
の
段
階
に
み
ら
れ
る
偶
発
的
な
ダ
イ
ア
グ
ラ

ム
の
跡
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
時
点
で
は
円
の
作
品
に
影
響
を
与
え
た

児
童
美
術
の
要
素
の
列
挙
に
留
ま
り
、
更
に
作
品
に
関
連
付
け
て
論
証
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
課
題
が
残
さ
れ
た
。

今
後
は
、
幼
児
画
の
表
象
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分
析
し
、
吉
原
の
作
品
に

み
ら
れ
る
表
現
要
素
と
の
緻
密
な
関
連
付
け
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

註（１
）	　

吉
原
治
良
は
、
画
家
で
あ
る
上
山
二
郎
、
藤
田
嗣
治
、
東
郷
青
児
に
影
響
を
受

け
、
独
学
で
油
絵
を
学
び
一
九
二
八
年
の
個
展
で
「
魚
の
画
家
」
と
し
て
注
目
さ

れ
た
。
以
後
、
二
科
会
や
芦
屋
市
美
術
協
会
の
運
営
に
携
わ
っ
た
。

（
２
）	　

一
九
五
〇
年
代
に
は
、
東
京
の
「
実
験
工
房
」
の
よ
う
な
総
合
芸
術
集
団
も
存

在
し
た
が
、
関
東
で
は
主
に
社
会
的
事
件
を
「
事
実
」
と
し
て
描
き
、
そ
れ
を
「
報

告
」「
記
録
」
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
絵
画
が
主
流
で
あ
っ
た
。

代
表
的
な
作
家
に
、
池
田
龍
雄
（
一
九
二
八
〜
）
ら
が
い
る
。
一
九
六
〇
年
代
に

は
「
九
州
派
」、「
ハ
イ
レ
ッ
ド
・
セ
ン
タ
ー
」、「
ネ
オ
．
ダ
ダ
」、「
ゼ
ロ
次
元
」

等
、
各
地
で
前
衛
美
術
グ
ル
ー
プ
が
発
足
し
た
。
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
主
に
公

募
展
で
は
な
く
、
読
売
（
日
本
）
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
（
一
九
四
九
〜
一
九
六
四
）

で
の
自
由
な
発
表
を
精
力
的
に
お
こ
な
っ
た
。

（
３
）	　

千
葉
成
夫
『
現
代
美
術
逸
脱
史
―
一
九
四
五
〜
一
九
八
五
』
晶
文
社
、
一
九
八

六
、
五
五
頁
。

（
４
）	　

吉
原
治
良
「
文
献
再
録	

わ
が
心
の
自
叙
伝
」『
没
後
二
〇
年	

吉
原
治
郎
展
』
芦

屋
市
立
美
術
博
物
館
、
一
九
九
二
、
二
〇
一
頁
。

（
５
）	　

今
井
祝
雄
「〈
具
体
〉
のD

N
A

」『
成
安
造
形
大
学
紀
要
』
第
三
号
、
学
校
法
人

京
都
成
安
学
園	

成
安
造
形
大
学
附
属
芸
術
文
化
研
究
、
二
〇
一
二
、
二
九
頁
。

（
６
）	　

吉
原
治
良
（
二
科
会
）、
須
田
剋
太
（
国
画
会
）、
山
崎
隆
夫
（
国
画
会
）、
中
村

真
（
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
協
会
）、
植
木
茂
（
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
協
会
）、
田
中
健
三
（
自

由
美
術
協
会
）
は
、
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
い
け
ば
な
と
い
っ
た
芸
術
の
ジ
ャ

ン
ル
を
超
え
て
議
論
を
交
わ
し
「
造
型
の
根
本
」
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
認
識
を

共
有
し
た
上
で
、
若
手
作
家
の
育
成
を
お
こ
な
っ
た
。

（
７
）	　

吉
原
治
良
「
發
刊
に
際
し
て
」
吉
原
治
良	

嶋
本
昭
三
『
具
体
』
創
刊
号
、
具
體

美
術
協
会
、
一
九
五
五
、
一
頁
。

（
８
）	　

吉
原
治
良
「
幼
児
画
の
創
造
性
」『
教
育
月
報
』
第
三
一
号
、
大
阪
市
教
育
委
員

会
事
務
局
、
一
九
五
一
、
二
六
頁
。

（
９
）	　

ミ
ン
・
テ
ィ
ア
ン
ポ	

『GU
T
A
I

周
縁
か
ら
の
挑
戦
』
三
元
社
、
二
〇
一
六
、
四

八
頁
。

（
10
）	　

吉
原
は
、
一
九
四
九
年
か
ら
芦
屋
美
術
協
会
の
代
表
を
務
め
て
い
る
。
芦
屋
美

術
展
は
第
一
回
が
芦
屋
市
役
所
、
第
二
回
か
ら
は
佛
教
会
館
に
て
開
催
さ
れ
て
い

た
が
、
第
六
回
か
ら
一
六
回
ま
で
は
精
道
小
学
校
講
堂
に
て
開
催
さ
れ
た
。
出
品

規
定
に
「
何
人
も
随
意
に
応
募
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
」
と
し
、
五
歳
児
の
応
募

も
み
ら
れ
、
第
七
回
展
で
は
一
二
歳
の
児
童
が
入
選
し
て
い
る
。

（
11
）	　

加
藤
瑞
穂
『
童
美
展
一
九
四
八
―
二
〇
〇
八
』
芦
屋
市
立
美
術
博
物
館
、
二
〇

〇
八
、
十
三
〜
十
四
頁
。

（
12
）	　

山
本
淳
夫
「『
き
り
ん
』
と
吉
原
治
良
―
深
江
小
学
校	

橋
本
学
級
を
中
心
に
」

吉
原
治
良
研
究
会
『
吉
原
治
良
研
究
論
集
』
ポ
ー
ラ
美
術
振
興
財
団
助
成
吉
原
治

良
研
究
会
編
、
二
〇
〇
二
。

（
13
）	　

山
本
淳
夫
「《
泥
に
い
ど
む
》
と
初
期
『
具
体
』
の
作
品
構
造
─
『
ア
ー
ル
・
ブ
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リ
ュ
ッ
ト
』
と
『
童
美
展
』
の
比
較
を
通
じ
て
─
」
兵
庫
県
立
美
術
館
研
究
紀
要

八
号
、
友
野
印
刷
株
式
会
社
、
二
〇
一
四
。

（
14
）	　

フ
ラ
ン
ス
の
美
術
家
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
が
一
九
四
五
年
に
提
唱
し
た

概
念
。
障
が
い
者
や
児
童
等
、
正
規
の
美
術
教
育
を
受
け
て
い
な
い
人
々
が
制
作

し
た
表
現
作
品
に
こ
そ
、
真
の
芸
術
性
が
あ
る
と
提
唱
し
た
。

（
15
）	　

主
に
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
の
尾
崎
信
一
郎
、
平
井
章
一
、
芦
屋
市
立
美
術
博

物
館
の
河
﨑
晃
一
、
山
本
淳
夫
ら
の
四
名
。

（
16
）	　

吉
原
治
良	

絵
本
『
ス
イ
ゾ
ク
カ
ン
』
創
元
社
、
一
九
三
二
。
吉
原
の
友
人
で
あ

る
小
西
謙
三
に
よ
る
旧
ソ
連
の
美
術
団
体
「
四
美
術
者
日
本
支
部
」
の
事
業
に
参

加
す
る
こ
と
で
ロ
シ
ヤ
の
絵
本
を
多
数
入
手
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
吉
原
が
堺
水

族
館
（
一
九
〇
三
〜
一
九
六
一	
現
・
大
浜
公
園
）
に
通
っ
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

（
17
）	　

型
紙
を
使
っ
て
、
紙
や
布
、
木
材
な
ど
に
絵
の
具
や
イ
ン
ク
な
ど
を
刷
り
込
む

技
法
。
型
抜
き
版
画
。

（
18
）	　

尾
崎
橘
郎
は
、
一
九
四
七
年
に
尾
崎
書
房
（
大
阪
市
北
区
梅
田
町
三
十
五
番
地
）

を
設
立
し
た
。
従
業
員
の
浮
田
要
三
（
一
九
二
四
〜
二
〇
一
三
）
の
依
頼
に
よ
り
、

「
具
体
」
会
員
は
童
詩
雑
誌
『
き
り
ん
』
の
表
紙
絵
や
コ
メ
ン
ト
を
担
当
し
た
。『
き

り
ん
』
の
カ
ッ
ト
・
表
誌
絵
に
は
、
抽
象
的
で
偶
然
性
に
任
せ
て
描
い
た
よ
う
な

作
品
が
採
用
さ
れ
た
。

（
19
）	　

尾
崎
信
一
郎
「
前
衛
書
家
と
児
童
画
の
影
響
」『
美
術
手
帖
』
一
〇
号
、
美
術
出

版
社
、
一
九
九
二
、
五
一
頁
。

（
20
）	　

小
磯
良
平
（
監
修
・
挿
図
）
吉
原
治
良
（
監
修
・
表
紙
）『
新
し
い
図
画
工
作	

六
』
新
し
い
図
画
工
作
教
育
研
究
会
、
大
和
図
書
株
式
会
社
、
一
九
五
四
。

（
21
）	　

吉
原
治
良　

前
掲
書
⑷
、
一
九
九
二
、
一
九
六
頁
。
吉
原
は
孫
が
言
葉
で
指
し

示
す
も
の
を
「
割
り
合
い
に
い
い
線
を
い
っ
て
い
て
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
22
）	　

ミ
シ
ェ
ル
・
タ
ピ
エ
は
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
批
評
家
で
あ
る
。
一
九
五
二
年
に
『
も

う
ひ
と
つ
の
美
術
（U

n	art	autre

）』
と
し
て
画
集
を
刊
行
し
た
。

（
23
）	　

ミ
シ
ェ
ル
・
タ
ピ
エ
「
Ⅱ
．
別
の
美
学
に
つ
い
て
」
瀧
口
修
造	

訳
『
み
ず
ゑ
』

六
一
七
号
、
一
九
五
六
、
美
術
出
版
社
、
二
五
頁
。

（
24
）	　

同
書
、
一
九
五
六
、
二
三
頁
。

（
25
）	　

高
橋
亨
「
か
た
ち
と
い
の
ち
の
力
学
」『
美
術
手
帖
』、
一
九
七
九
、
一
一
一
頁
。

（
26
）	　

同
書
、
一
九
七
九
、
一
一
三
頁
。

（
27
）	　

一
九
六
二
年
、
吉
原
は
大
阪
市
北
区
中
之
島
三
丁
目
（
旧
・
宗
是
町
三
三
）

に
具
体
美
術
協
会
独
自
の
私
設
展
示
施
設
「
グ
タ
イ
ピ
ナ
コ
テ
カ	GU

T
A
I	

PIN
A
CO
T
H
ECA

（
開
館
当
初
は
グ
タ
イ
ピ
ナ
コ
セ
カ
と
表
記
）」
を
開
館
し
た
。

（
28
）	　

元
永
定
正
「『
具
体
』
と
吉
原
治
良
」『
み
ず
ゑ
』
美
術
出
版
社
、
一
九
七
三
、

四
九
頁
。
第
十
六
回
具
体
展
（
新
宿
京
王
デ
パ
ー
ト
）
に
お
い
て
、
吉
原
は
「
わ

し
の
画
は
こ
の
正
面
の
壁
に
な
ら
べ
る
」
と
い
い
、
は
じ
め
て
自
身
の
作
品
の
展

示
場
所
を
指
定
し
た
。

（
29
）	　

作
品
《U

N
T
IT
LED

》（
一
九
六
二
）
は
、「
グ
タ
イ
ピ
ナ
コ
テ
カ	GU

T
A
I	

PIN
A
CO
T
H
ECA

」
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
な
っ
た
。

（
30
）	　

大
原
美
術
館
・
分
館
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
室
に
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
。

（
31
）	　

吉
原
治
良
他
「
南
天
棒
の
書
」『
墨
美
』
十
四
号
、
一
九
五
二
、
六
頁
。
吉
原
は
、

西
宮
市
の
海
清
寺
に
お
い
て
親
族
の
葬
式
の
際
に
中
原
南
天
棒
（
一
八
三
九
〜
一

九
二
五
）
が
襖
の
装
飾
と
し
て
書
い
た
遺
墨
《
竜
吟
初
夜	

虎
嘯
五
更
》
を
目
撃
し

た
。
吉
原
は
作
品
に
現
れ
る
「
不
思
議
な
墨
の
ト
バ
ッ
チ
リ
」
に
惹
か
れ
、
支
持

体
に
現
れ
た
形
象
の
美
し
さ
と
中
原
の
身
体
性
に
興
味
を
持
っ
た
。

（
32
）	　

吉
原
治
良	

前
掲
書
⑷
、
一
九
九
二
、
二
〇
五
頁
。

（
33
）	　

乾
由
明
「
ア
ト
リ
エ
訪
問	

吉
原
治
良
」『
美
術
手
帖
』
二
八
三
号
、
一
九
六
七
、

七
八
〜
七
九
頁
。

（
34
）	　

吉
原
治
良	

前
掲
書
⑷
、
一
九
九
二
、
二
〇
五
頁
。

（
35
）	　

平
井
章
一
「
吉
原
治
良
の
一
九
三
〇
年
代
の
抽
象
絵
画
〜
素
描
と
蔵
書
が
物
語

る
こ
と
」
吉
原
治
良
研
究
会
『
吉
原
治
良
研
究
論
集
』
ポ
ー
ラ
美
術
振
興
財
団

助
成
吉
原
治
良
研
究
会
編
、
二
〇
〇
二
、
二
十
七
〜
二
十
八
頁
。
吉
原
が
所
蔵

し
て
い
た
の
は
次
の
四
冊
で
あ
る
。H

erbert	Read,	 U
n

it O
n

e,	Cassell	and	
Com

pany	Lim
ited,	1934.	H

erbert	Read,	 A
rt N

ow
,	Faber	and	Faber	

Lim
ited,	1936.	H

erbert	Read,	 A
rt an

d
 S

ociety,	W
illiam

	H
einem

ann	Ltd,	
London	and	T

ronto,	1937.	H
erbert	Read,	 A

rt an
d

 In
d

u
stry,	Faber	and	

Faber	Lim
ited,	1934.

（
36
）	　

ハ
ー
バ
ー
ト
・
リ
ー
ド
（
宮
脇
理	

岩
崎
清	

直
江
俊
雄	

訳
）『
芸
術
に
よ
る
教

育
』、
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
、
二
〇
〇
一
。

（
37
）	　H

erbert	Read,	 A
rt an

d
 S

ociety,	W
illiam

	H
einem

ann	Ltd,	London	
and	T

ronto,	1937
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（
38
）	　Ibid.,	p.50.

（
39
）	　

吉
原
治
良
「
ら
く
が
き
と
チ
ュ
リ
ン
ガ
石
」
童
詩
雑
誌
『
き
り
ん
』
四
号
一
〇

巻
、
日
本
童
詩
研
究
会
、
一
九
五
一
、
二
八
〜
二
九
頁
。

（
40
）	　

童
詩
雑
誌
『
き
り
ん
』
四
号
一
〇
巻
の
出
版
年
は
一
九
五
一
年
で
あ
り
、
吉
原

が
リ
ー
ド
の
本
を
手
に
し
た
の
は
四
六
歳
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

（
41
）	　

加
藤
瑞
穂
『
童
美
展
一
九
四
八
―
二
〇
〇
八
』
芦
屋
市
立
美
術
博
物
館
、
二
〇

〇
八
、
六
頁
。

（
42
）	　

ハ
ー
バ
ー
ト
・
リ
ー
ド
（
周
郷
博	

訳
）「
芸
術
の
起
源
」『
美
術
と
社
会
』
牧
書

房
、
一
九
五
五
、
二
三
頁
。

（
43
）	　

ハ
ー
バ
ー
ト
・
リ
ー
ド
（
宮
脇
理	

岩
崎
清	

直
江
俊
雄	

訳
）
前
掲
書
（
36
）、
二

〇
〇
一
、
一
四
三
頁
。

（
44
）	　

ロ
ー
ダ
・
ケ
ロ
ッ
グ
（
深
田
尚
彦	
訳
）『
児
童
画
の
発
達
過
程
〜
な
ぐ
り
描
き

か
ら
ピ
ク
チ
ュ
ア
へ
』
黎
明
書
房
、
一
九
七
一
、
一
九
頁
。

（
45
）	　

同
書
、
一
九
七
一
、
三
七
〜
三
九
頁
。

（
46
）	　H

erbert	Read	

前
掲
書
（
37
）、
一
九
三
七
、
一
二
頁
。
文
中
で
は	 “S

u
d

d
en

ly 

in
 th

is m
aze th

e ch
ild

 w
ill recogn

ize ch
an

ce form
s:h

ere an
d

 th
ere a 

circle an
d

 a lin
e or tw

o h
ave” 

と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
47
）	　

吉
原
治
良
「
断
想
」『
み
ず
ゑ
』
五
四
一
号
、
美
術
出
版
社
、
一
九
五
〇
、
七
二

〜
七
三
頁
。

（
48
）	　

吉
原
治
良	

前
掲
書
（
４
）、
一
九
九
二
、
二
〇
二
頁
。

	

（	

か
な
や
ま
か
ず
ひ
こ
／
倉
敷
市
立
短
期
大
学
）




